十二月の短歌


たまゆらの冬日に匂ふ花八つ手　　　　　岡　恵美子
　　　真珠のごとく背戸にひそかに

散りもせず裏の傾の四季桜　 　　　　　山﨑　幸代
　　　青ひと色の冬空に映ゆ

布団干し秋の匂ひに包まれて　　　　　　原　　敬子
[bookmark: _GoBack]　　　穏しく眠むる不安忘れて

向ふ山に足掛け二重の虹かかり　　　　　岩本ひろこ
　　　下校子駆け来る虹をくぐりて
